
県内水源の９割を賄っているのが、相模川と酒匂川 ～相模川も酒匂川もその源は富士山！～
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これはダムカードだよ

ダムカードはそれぞれの
ダムに行くともらえるよ

総貯水容量 6,490 万㎥

三保ダム（丹沢湖）

神奈川県管理

総貯水容量 6,320 万㎥

相模ダム（相模湖）

神奈川県管理

城山ダム（津久井湖）

総貯水容量 6,230 万㎥

神奈川県管理

総貯水容量 19,300 万㎥

宮ヶ瀬ダム（宮ヶ瀬湖）

国土交通省管理
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新しいお客さまの
水道利用加入金
20億1千万円

料金徴収にかかる費用
40億1千万円

その他
50億9千万円 純利益

14億5千万円

その他
51億7千万円

借入金の利息
47億3千万円

お客さまの
水道料金
520億3千万円

安全な水道水を
つくる費用
202億円

水道管などの維持と
送水にかかる費用
105億5千万円

水道の施設を更新
するための費用
（減価償却費）
131億8千万円

収入支出
592億
1千万円

577億
6千万円

県営水道ラッピングバスが県内を走ります県営水道ラッピングバスが県内を走ります
　県営水道を身近なものとして感じていただくと
ともに、水道水の安全性をＰＲするため、青い空、
山、川といった自然を背景に、県営水道のキャッ
チコピー「森の恵みをあなたのもとへ」とキャラク
ターのカッピーなどを車体にデザインしたラッピ
ングバスを、平成23年9月25日から６カ月間、相
模原市、平塚市及び厚木市を中心に給水区域内
で運行しています。

1 口に水道水を含み、
プクプクしてはき出す。

2 口に水道水を含んで上を向き、
のどのおくまでガラガラしてはき出す。

3 もう１回、２をくりかえす。

1 両手を水道水でぬらし、せっけんなどを手にとる。
2 両手のひら、甲をよくこする。
3 指先、指の間、つめの間をよく洗う。
4 親指と手のひらをねじって洗う。
5 手首もよく洗う。

7 手をよくかわかす。
6 じゃ口からの水道水で１５秒以上よく洗い流す。

●正しいうがいの方法● ●正しい手の洗い方●
かぜ・インフルエンザの予防には、水道によるうがい、手洗いが効果的です。

相模川

三保ダム

相模ダム

酒匂川

城山ダム

富士山

県営水道の決算の概要についてお知らせします平成22年度

水と環境のセミナー
　アルピニスト野口健氏による、

水と環境に関する講演会を開催します。入場無料です。

※小学生以上のお子さまからご入場できます。
※当選者には入場券をお送りします。（落選された方にも通知い
　たします。）
※応募多数の場合は抽選とさせていただきます。
※１通につき２名まで応募可能です。２名を超える場合は申込み
　を分けてください。
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用願います。

県営水道給水区域内に在住の方
平成24年2月1日（水）  14時開演（開場13時30分）
自然・水への思い  ～ヒマラヤから見た地球温暖化～
約1時間30分
280名
鎌倉生涯学習センター
鎌倉市小町1-10-5（ＪＲ鎌倉駅東口から徒歩2分）
官製往復はがきに次の項目をご記入の上、下記のあて先へお送りください。
①郵便番号、②住所、③氏名、④電話番号、⑤人数（1枚で2名まで）
※返信用はがきに住所・氏名を忘れずにご記入ください。
〒231-8588（住所は省略できます。）
県企業庁経営課管理広報グループ　セミナー係
☎ 045-210-7215
平成23年12月17日（土）（当日消印有効）
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対 象
日 時
テ ー マ
講 演 時 間
定 員
会 場

申 込 み

あて 先・　
問い合わせ先

締 切 り

写真提供 : 野口健事務所
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　平成22年度の収支状況は、18～21年度に続き黒字となりました。今後も、水道事業経営計画に基づき災害に強い水道をつくり、より安全でおいしい水の供給
を行うため効率的な経営に努めていきます。

水道水をつくり、ご家庭にお届けするための経費とその財源収益的収支

※消費税及び地方消費税を除く。 ※消費税及び地方消費税を除く。

かぜ・インフルエンザの予防に

水道でうがい＆手洗いを！
かぜ・インフルエンザの予防に

水道でうがい＆手洗いを！

かながわの水がめ
企業庁のダム●ダムについては、

●貯水量については、 で

・　神奈川県の水源の約9割は、富士山を源とする相模川と酒匂川で賄われています。
・　県営水道の給水区域においても、主にこれら相模川水系と酒匂川水系の水を用いて、県央・湘南地区など
  12市6町に、安全で安心な水道水を毎日提供しています。
・　相模川水系、酒匂川水系に設けられたダムは、水道水の確保のほかに、水力発電、洪水の低減や、川の水の
  安定供給などの役割を果たしています。

【収益的収入】
592億1千万円
（前年度比98.7%）
　収入の大部分を占める水道
料金が、営業用を中心とする業
務用の使用量が減少したこと
から、前年度と比較して約7億
9千万円の減少となりました。

【収益的支出】
577億6千万円
（前年度比97.1%）
　調査及び委託費等が減少し
たことや、企業債借入額の減少
により支払利息が減少したこと
から、前年度と比較して約17
億円の減少となりました。

水道施設を建設・改良するための経費とその財源資本的収支

【資本的収入】
125億1千万円
（前年度比143.3%）
　施設建設や高金利の企業債
の借換等の財源として、企業債
等の借入などを行いました。

【資本的支出】
258億6千万円
（前年度比109.3%）
　「災害に強い水道づくり」や
「より安全でおいしい水の供
給」に向けて、老朽管の取り替
えや、水道管の耐震化を進める
とともに、別の浄水場や他事業
体からの水が供給できるように
連絡管を整備しました。

神奈川県を支える水源 ～相模川と酒匂川～

企業債などの
償還金
155億8千万円

施設の建設・改良費
100億2千万円

企業債などの借入金
122億円

収入
125億
1千万円

不足額133億5千万円
減価償却費などの内部留保
資金で補てんします。

支出
258億
6千万円

補助金など
3億1千万円

開発費など
2億6千万円


